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阿南市フェイスブック

本市は、㈳関西広域中四国＆モンゴル経済文化スポーツ交
流協会からの要望により、救急自動車１台をモンゴル国へ
譲与しました。平成17年式で本市での役目を終えた高規
格救急車が、３月14日の贈呈式を経てモンゴル国へと譲
与されました。また、交流協会から感謝の気持ちとして、
金20万円が救助用備品の購入費として寄附されました。

医療現場で役立てて
モンゴル国へ救急自動車を譲与

第32回都道府県対抗ジュニアバスケットボール大会が東
京都で開催され、県選抜として阿南市内中学校出身４人が
選出されました。写真左から米崎陽海さん（阿南中３年）、
岡崎真理子さん（那賀川中３年）、増田梨亜さん（羽ノ浦
中３年）、佐々木 夏さん（阿南中３年）です。大会は男女
とも予選リーグ１勝１敗で、決勝トーナメント進出を惜し
くも逃しました。

阿南市から４人選出
ジュニアバスケットボール全国大会

阿南警察署は、特殊詐欺被害や交通事故などの事件事故の
防止につなげるため、ABO60（野球のまち阿南私設応援
団）を「阿南警察署安全安心大使」に委嘱しました。４月
８日に阿南署で行われた委嘱式で、同会長の河内順子さん

（71歳・富岡町）は、「安全・安心なまち阿南の啓発活動
に一役買いたいです」と意気込んでいました。

事件事故防止を啓発
ＡＢＯ60が阿南署安全安心大使

日本最古の採掘坑遺跡がある若杉山遺跡を地質学から読み
解く講演会（県教育委員会主催）が３月23日にひまわり
会館で行われ、県内外から約250人が来場しました。基調
講演で、徳島大学大学院教授の石田啓祐さんが、地質学を
使って若杉山の辰砂採掘場所を絞り込んでいった手法など
を紹介しました。

弥生人が追い求めた辰砂を
地質学アプローチで解明

加茂谷地区社会福祉協議会が、子どもたちに地元の遍路道
を歩いて郷土愛を養ってもらおうとウオーキングイベント
を３月24日に開催し、25人が参加しました。加茂谷中学
校近くを出発し、遍路道のかも道を歩き太龍寺へ、帰りは
太龍寺道を通って帰るコース。参加者は地元にあるいにし
えの道を楽しみながら歩いていました。

ふるさとの遍路道をゆく
ウオーキングイベント開催

本市は、株式会社コート・ベール徳島、那賀川地区自主防
災連絡協議会および徳島県と大規模災害が発生した場合
に、地域住民の安全確保を図るためコート・ベール徳島ク
ラブハウスなどを指定避難所として使用する協定を締結し
ました。民間施設を指定避難所に使用するのは本市では初
です。３月４日に市役所で調印式が行われました。

民間施設では本市初
コート・ベール徳島が指定避難所

本市初の学校施設を活用した放課後児童クラブとなる「横
見児童クラブ」の開所式が、３月24日に横見小学校で行
われました。放課後に保護者の迎えを待つ間、児童が宿題
をしたり遊んだりできます。保護者会代表の川田智子さん
は、「子どもたちが放課後も学校内で安全に過ごせる環境
ができ、安心できます」と喜んでいました。

本市初　学校施設を活用
横見児童クラブが開所

県南地域で初となる、救急車としての機能を有する軽自動
車を導入し、消防署南出張所に配備しました。本車両は、
道幅が狭い地域で発生した各種災害に出動します。現行法
では病院まで直接搬送できないため、高規格救急車ととも
に現場に向かいます。車体側面には救急車と区分するため
の青いラインが入っています。

道幅が狭い地域で活躍
小型多目的搬送車（軽救急車）を配備

「地域おこし協力隊・移住促進コーディネーター
辞令交付式」を４月１日に市役所で行い、新しく
着任する地域おこし協力隊員４人と移住促進コー
ディネーター１人に辞令を交付しました。地域お
こし協力隊は、市内で活動する移住支援団体に配
置。各隊員は地域と調和しながらも、外部目線に
よる斬新なアイデアと行動力で活動しています。
着任するのは、写真左から加茂谷地区のまちおこ
しに取り組む角張佐和さん（48歳・新潟県出身）
と藤田雅之さん（32歳・千葉県出身）、SUP（ス
タンド・アップ・パドルボード）による地域活性

まちの活性化に向けて
地域おこし協力隊等が着任

化を担う沼田かおるさん（59歳・大阪府出身）、富岡市街地のイベントを企画する遠山比奈子さん（20歳・愛
知県出身）、移住促進コーディネーターの佐伯里織さん（29歳・愛媛県出身）です。
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